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視線は会話の開始合図など対話において重要な役割を担ってお り[1],擬人化エージェン トにも人同様

の振舞いを行わせることが重要 とされる[2].石井 らは,擬人化エージェン トの音声チャットシステムに

おいて,エージェン トに視線交差や視線はず しを適切な割合で実装することでユーザの発話促進につな

がることを示 した [3].先行研究において視線行動の文化差を考慮 し, 日本人,欧米人,フル凝視の 3

つの視線モデルをエージェン トに実装 し (凝視量はフル凝視 >欧米 >日 本の順 ),日 本人による印象評価

を行つた.その結果,シ ャイな人のみ他文化の視線モデルのエージェン トに対する印象が低下すること

を示 したが [4],エージェン トの外見は男性であ り,実験参力日者は 18名 中 15名 が男性であつた。しか し,

視線行動において対話者の性別は重要で,対話において女性同士の方が男性同士よりも凝視の時間が多

いことが研究で示 されている [5].

本研究では男女のエージェン トに視線行動を実装 し,男女比を同 じにした参カロ者による評価実験を行

い,視線行動の文化差が対話相手に与える影響を分析する.仮説 1と して「女性参加者は 日本人モデル
,

フル凝視モデルを実装 したエージェン トより欧米人モデルを実装 したエージェン トの印象が高 くなるJ

を立てた。仮説 2と して 「男性参加者は欧米人モデルが実装 されたエージェン トより日本人モデルが実

装 されたエージェン トの方が印象が高 くなる」を立てた。

仮説を検証するための実験の視線条件 として先行研究 [4]で実装 された 日本人モデル,欧米人モデル
,

フル凝視モデルの 3つを用いた。実験参加者には視線行動を実装 した男女のエージェン トと 6回対話を

行い,そ の都度印象評価アンケー トに回答 してもらった。実験参加者は 日本人大学生 40名 (男女各 20

名)である.実験条件は参加者要因 (2水準),エージェン ト要因 (2水準),視線要因 (3水準)の混合

計画で実験を行つた。

アンケー ト結果に対 し 3要因分散分析を行つた。その結果,仮説 1について,女性参加者はフル凝視

モデルより欧米人モデルの女性エージェン トの方がエージェン トヘの親近感が有意に高 くなった。よつ

て仮説 1は女性エージェン トにおいて支持 された。これは,女性同士の対話において,異性の組み合わ

せ より凝視量が多いとされていることから [5],同性のエージェン トに対 してのみ,欧米人モデルのエ

ージェン トの印象が高くなったと考えられる。また,フル凝視モデルは人間的な視線モデルではないた

め評価が低 くなったと考えられる。次に仮説 2について,男性参加者は欧米人モデルより日本人モデル

の男性エージェン トの方がエージェン トヘの親近感が有意に高くなつた。また,男性参加者は 日本人モ

デルの男性エージェン トの場合,他モデルのエージェン トより有意に対話のス トレスが低 くなつた。ま

た,フル凝視モデル より, 日本人モデル,欧米人モデルの女性エージェン トの方が女性 らしい と認識 さ

れた。よつて,仮説 2は 日本人モデルの印象が高くなつたとい う点で支持 された。これ らは,同 じ文化

に属する人の非言語行動を読み取ることが出来るとされる[6],内集団優位性が見 られたと考えられる .

本研究では,女性は同性かつ視線量の多い欧米人モデルが好印象であった。男性は 日本人モデルが好

印象であ り,特に同性において顕著であった。これ らより,参加者でもエージェン トでも男女で好む視

線条件が変化 したと言え,ユーザの性別に合わせてエージェン トの性別,視線行動を適用する必要があ

ると言える。今後の展望 として,視線条件による印象の差が視線モデルの文化差によるものか判別でき

ていないため,欧米などの実験参加者を集め,文化間での印象比較を行 う必要がある。
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